
●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝

監
査
委
員
の
高
橋
節
男
氏
の
任
期

が
平
成
１７
年
３
月
１７
日
で
満
了
と

な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
任
す
る

案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。 

●
伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝

伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
三
ツ
井
泉
氏
の
任
期

が
、
平
成
１７
年
３
月
３１
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
任
す

る
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。 

●
伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝

伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
澤
田
芳
男
氏
の
任
期

が
、
平
成
１７
年
３
月
３１
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
任
す

る
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。 

●
伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝

伊
奈
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
森
田
伊
久
雄
氏
の
任

期
が
、
平
成
１７
年
３
月
３１
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
任

す
る
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
＝
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
’
１
９
２
万
８
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
の
総
額

を
９９
億
２
’
８
７
１
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
’
６
９
５
万
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
１８
億
２
’
３
５
２
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
’
１
７
２

万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
２５
億
６
’
７
８
２

万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
’
２
０

５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１０
億
２
’
４
９
１
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
中
部
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
＝
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
９
０
万
円
減
額
し
、
予
算

の
総
額
を
４
億
８
’
９
１
８
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
平
成
１６
年
度
伊
奈
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
＝
収

益
的
収
入
を
１
億
３
’
１
９
０
万

４
千
円
増
額
し
て
、
収
入
総
額
を

１０
億
２
’
７
２
４
万
４
千
円
に
、

収
益
的
支
出
で
は
、
８
４
８
万
９

千
円
減
額
を
し
て
、
支
出
総
額
を

７
億
９
’
６
６
８
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
を
６
’
７

０
３
万
円
減
額
し
て
、
収
入
総
額

を
７
’
１
７
９
万
円
に
、
資
本
的

支
出
で
は
、
８
’
０
０
２
万
６
千

円
減
額
し
て
、
支
出
総
額
を
２
億

１
’
８
９
９
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。 

●
伊
奈
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
行
政
需
要
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
町
行
政

組
織
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
平
成

１７
年
４
月
１
日
よ
り
全
面
施
行
さ

れ
る
た
め
、
町
の
個
人
情
報
保
護

条
例
に
罰
則
規
定
等
を
追
加
し
、

個
人
情
報
保
護
対
策
を
よ
り
推
進

し
た
い
の
で
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
公
益
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
＝
公
益

法
人
等
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
職
員
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
必

要
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
を
一
層

推
進
す
る
た
め
に
人
事
院
規
則
が

改
正
さ
れ
た
の
で
、
当
町
の
職
員

に
お
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ

る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
＝
地

方
公
務
員
法
第
５８
条
２
の
規
定
が

平
成
１７
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
を
行
う
た
め

の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　 

●
伊
奈
町
文
化
財
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
文
化
財
保

護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
結
婚
相
談
所
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
＝
伊
奈
町
結
婚

相
談
所
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
取
り
組
む
た
め
、
本
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
敬
老
祝
金
支
給
条
例
＝

町
内
の
高
齢
者
に
対
し
、
敬
老
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
長
寿
を
祝

福
す
る
た
め
、
節
目
の
年
に
敬
老

祝
金
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
従
来
の
敬
老
年
金
及
び

長
寿
祝
金
の
支
給
は
廃
止
す
る
も

の
で
す
。 

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
＝

栄
二
丁
目
９
番
８
地
先
か
ら
栄
二

丁
目
９
番
６
地
先
及
び
栄
三
丁
目

１
７
２
番
地
先
か
ら
小
室
字
浅
間

２
９
３
０
番
１
地
先
ま
で
を
新
た

に
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。 

　平成１７年３月定例議会は、３月４日に

開会し、平成１７年度一般会計予算など町

長提出議案３３件を原案どおり可決し、３

月２２日閉会しました。 

3月�
定例議会定例議会�
3月�
定例議会定例議会�
3月�
定例議会�

主
な
町
長
提
出
議
案

54

区画整理により整備された街並（中部地区） 

新築に向けた予算を計上（北保育所） 

０
・
８
％
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
依
然
と
し
て
地
価
の
下

落
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
家
屋

の
建
設
が
引
き
続
い
て
い
る
こ
と

や
設
備
投
資
を
す
る
企
業
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
２３
億
２
’
４
３
６

万
５
千
円
、
平
成
１６
年
度
当
初
予

算
対
比
１
・
４
％
の
増
を
見
込
み

ま
し
た
。 

●
交
付
税
交
付
金 

　
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

算
定
係
数
等
が
不
明
で
あ
り
、
確

定
的
な
見
通
し
が
困
難
な
状
況
の

中
、
今
ま
で
の
実
績
や
国
・
県
の

情
報
等
を
参
考
に
、
普
通
地
方
交

付
税
６
億
１
０
０
万
円
、
特
別
地

方
交
付
税
７
’
２
０
０
万
円
、
合

計
６
億
７
’
３
０
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
が
、
普
通
交
付
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
１６
年
度
に
法

人
町
民
税
が
増
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
基
準
財
政
収
入
額
が
増
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
１６
年
度

当
初
予
算
対
比
６
・
１
％
の
減
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

●
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金 

　
小
学
校
建
設
事
業
等
の
実
施
に

伴
い
、
国
庫
支
出
金
６
億
７
’
５

９
０
万
円
、
県
支
出
金
２
億
９
’

８
４
２
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。 

●
町
債 

　
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
保

育
所
建
設
事
業
の
民
生
債
、
焼
却

施
設
改
修
事
業
の
衛
生
債
、
町
道

整
備
事
業
・
排
水
施
設
整
備
事
業
・

区
画
整
理
事
業
等
の
土
木
債
、
消

防
緊
急
車
両
整
備
事
業
の
消
防
債
、

小
学
校
建
設
事
業
等
の
教
育
債
、

減
税
補
て
ん
債
お
よ
び
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
を
見
込
み
、
合
計

で
１９
億
４
’
０
８
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

             

　
な
お
、
財
源
の
不
足
に
充
て
る

た
め
財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
、

地
域
福
祉
基
金
お
よ
び
土
地
開
発

基
金
を
取
り
崩
し
、
５
億
５
８
２

万
２
千
円
を
繰
入
金
と
し
て
計
上

い
た
し
ま
し
た
。 

　
投
資
的
経
費
の
主
な
も
の
と
し

て
、
引
き
続
き
小
学
校
建
設
事
業

に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ

め
、
道
路
・
排
水
路
・
公
園
・
下

水
道
・
区
画
整
理
な
ど
の
生
活
基

盤
整
備
関
連
の
予
算
を
計
上
し
た

ほ
か
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
、
放
課
後
児
童
対
策
施
設
整
備

事
業
、
北
保
育
所
新
築
事
業
な
ど

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
編
成
し
た
一
般
会
計

予
算
は
９９
億
４
’
０
０
０
万
円
、

平
成
１６
年
度
当
初
予
算
対
比
１
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〜
一
般
会
計
と
合
わ
せ
て
１
６
５

億
８
８
７
万
円
に
〜 

　
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
の
う

ち
、
収
入
は
９
億
７
’
８
０
７
万

２
千
円
、
こ
れ
に
対
し
、
支
出
は

８
億
２
’
０
２
７
万
７
千
円
で
、

差
し
引
き
１
億
５
’
７
７
９
万
５

千
円
の
税
込
み
利
益
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
資
本
的
収
支
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
入
で
は
１
億
８
２
６

万
５
千
円
、
支
出
で
は
４
億
１
’

１
０
９
万
６
千
円
と
な
り
、
支
出

額
に
対
し
て
収
入
が
不
足
す
る
額

３
億
２
８
３
万
１
千
円
は
、
減
債

積
立
金
等
の
自
己
資
金
を
充
当
す

る
考
え
で
す
。 

　
次
に
、
特
別
会
計
で
す
が
、
老

人
保
健
特
別
会
計
１６
億
２
’
８
９

１
万
６
千
円
、
９
・
２
％
の
減
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
２５
億
５
’

３
２
１
万
３
千
円
、
１０
・
１
％
の

増
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

１０
億
２
５
４
万
９
千
円
、
０
・
３

％
の
減
、
中
部
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
４
億
１
’
２
９

５
万
３
千
円
、
１６
・
２
％
の
減
、

介
護
保
険
特
別
会
計
９
億
７
’
１

２
３
万
９
千
円
、
１４
・
１
％
の
増

で
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
予
算
総
額
は
１
６
５
億
８
８
７

万
円
と
な
り
、
平
成
１６
年
度
当
初

予
算
対
比
１
・
６
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

平成１７年度施政・予算編成方針�

一
般
会
計
歳
出

予
算
総
額

水
道
事
業
会
計

特
別
会
計
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